
民営化検討の対象施設

民営化の目的

観光施設の民営化計画の概要

○更なるサービス向上
○機能の恒久的な継続
○行政運営の効率化

施設名 民営化予定年度

ふるさとセンターＹ・ＢＯＸ
(横島農産加工研修センター、横島農業体験施設含む)

令和4年度～

大衆浴場玉の湯 令和5年度～

草枕温泉てんすい
(草枕山荘、花の館、草枕展望農園含む)

令和5年度～

民営化のメリット・デメリット

内容 対応

メリット

運営の柔軟性や新たなニーズに即
応できる機動性を活かした多様な
サービスの拡充が期待できる。

事業者の募集にあたっては、
サービスの拡充についての提案
も求める。

市の行政運営の効率化が図られる。
効率化された人的、財政的効果
は、別に活用できる。

デメリット

事業者撤退のリスクがある。
安定的に事業を継続できる事業
者を選定する。必要な支援策を
検討する。

利用料金が上がる可能性がある。

市が目指す民営化とは…
これまで市が保有していた施設
等を民間事業者に譲渡し、
運営主体の転換もあわせて行う
ものです。


